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　ただい まご紹介に預か りま した箕浦 と申します。

　今 目の 講演にあた っ て主催者の 湯川先生の ほ うか ら、 この 研 究会で は どの よ うに して

継承語な り母 語なりバ イ リン ガル な り、 言語をどの ように して教えるか とい うこ とにつ

い ては従来か ら会員の 間で 話 し合い も討論もしてきた 。 しか し、 手薄なの は、そ うい っ

た言語 の 背景にあるアイデンテ ィテ ィの 問題 、 特 に文化的アイデンテ ィテ ィの 問題 、そ

れ と絡めて言語をどうい うふ うに研究 して い くか とい うこ と、 講演で は文化的ア イデ ン

テ ィテ ィ その もの を ど うい うふ うに研究 して い くの か とい うこ とにつ い て 、話 をして ほ

しい とい うこ とで した 。 それで 私が選びま した のが 、 本質主 義 と構築主義 とい うテ
ー

マ

です。 皆さんの 中で 本質主義とか構築主義とい う言葉を聞い た こ とがあるか たは どの く

らい い らっ しゃ るか 、 挙手願えますか ？意外 と少ない んで すね 。 じゃあそ うい うこ とを

考慮しなが らお話 したい と思い ます 。 本質主義や構築主義 とい う考え方は文化人類学

者や社会学者の なか で は 、 これ がなくては話が進まない とい うくらい 深 く浸透 してい ま

す 。 本質主義か ら構築主義 へ の移 りゆきとい うものが あらゆる研究に影響を与えてい る

の で 、 その こ とも踏まえてお話 したい と思い ます 。

【文化 的アイデン テ ィ テ ィ 研 究の 難 しさ】ス ライ ド2

　まず文化的アイデ ンテ ィテ ィの こ とですけれ ども、 文化 的アイデン テ ィ ティ 研究が、

難 しい こ と 、 どうい うふ うに舵をとっ てい い か わか りに くい 原因 が二 っ ある と思 うんで

す撫 ひ とつ は研 究方法論 上の 揺れ 、 その 研 究方法論 とい われてい るもの が本質主義か

ら構築主義 へ と人 文科学、行動科学 とい われ る分野 で移 っ て きた。その こ とに無 自覚

で ある と、 自分 は どっ ちの 軸にそ っ て 研 究 を して い るの かがわか らなくな ります 。 研 究

方法論 は研究方法 と違い ます 。 後者はデータをどの よ うに集めるか とい うこ とですが 、
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研 究方 法論 とい うの はもっ と基底 をなす よ

うな こ とで 、現実を どうみ るか とか 、 そ う

い う話ですよね それが本質主義 と構築主

義の 問で 違 うとい うこ と、それが文化的ア

イデンテ ィテ ィ研究の 難 し さの ひ とつ です 。

　 も うひ とつ は、文化的アイデン テ ィ テ ィ

とい う限 りは 、 文 化が問題になるんですが、

文化 とい うもの をどうとらえるか 、つ ま り

文化概念ですね 。 文化 を どの よ うなもの と

して 考えるか とい う文化の 概念化の しか た

ス ライ ド2

が揺れだした とい うこ とです 。 1980年代の 中ごろに文化人類学で は大きな転換点があっ

て
、 その 文化人類学で の 転換が

、 社会学、心 理学、それか ら言語学 とい う他の 分野に

ず っ と広が っ てい っ た とい うこ となん ですね。そ して文化をどの よ うに捉えるかは、必

然的に文化的アイデ ンテ ィテ ィ を どの よ うに概念化 してい くの か 、 どの よ うに研究 して

い くか とい うこ とに大 きく影響するわけです。
こ の 二 つ の 揺れ とい うもの が どうい うも

の で あっ たか とい うこ とを、は じめに研究方法論上の 揺れ 、それか ら文化概念の 揺れ と

い う順に説 明 してい きます 。 文 化概念の 揺れ とい うもの と方法論上の揺れ は リン ク して

い ますか ら、 その リン クの 中で どの ような新しい アイデン テ ィテ ィ研究の 考 え方 とか手

法が出て きたか とい う、 そ うい う順番で 今 日の 話 を進 めたい と思い ます。

【研究とは】ス ライ ド3

　は じめに 、 研 究 方法 論上 の 揺れ とい うこ とか ら話 します。研究方法論 に入 る前に、

「研究」 とい うもの が どの よ うなプ ロ セ ス を通 じて な され るか とい うこ とを振 り返 っ てみ

ます。 人が言葉を交わ して い る とか 、 継承

語 を教えてい るとかバ イ リン ガル 教育を し

てい る教室 とか 、お父 さん とお母 さん の こ

とばが違 う中で子供 が育っ て い る家庭 とか 、

要す るに人 々 が様 々 な経験 を してい る現実

（ス ライ ド3参照）が あ りますよね 、

　研 究 とい うか ぎりは何 らか の 方法 で現実

か らデータを取 っ て こ なければならない
。

教室で教えて い る とか家庭 で 会話 してい る
ス ラ イ ド 3
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「現知 その もの をい きなり分析す るこ とはで きない んですね 研究す るた めには 、 何

らかの 形で 現実をデータ化しない とい けない 。みな さんが よく知 っ てお られる質問紙調

査で は、 「つ ぎの こ との うちであなたの 気持 ちに あ うの は どれ ですか 」 とい う質問に、

yes　or　no で答えるガ ッ トマ ン 方式の 問い 方があっ たり、 「あなたは継承語教育の 必要

度を どの よ うに考えるか 」 とい う問い に 対して
、

「非常に継承語教育をすべ きで ある」

か ら 「そ うい うこ とはある程度必要で ある」、 「ホス ト社会の 言語に同化 したほ うがい い 」

まで 五段 階評価の うち 自分の 気持 ちに
一

番近 い もの を選ん でも らう、
これは リッ カー ト

方式の 問い 方ですよね 。 質問紙を 目の 前に して 、 各質問項 目に○をして い くとか短い 単

語 を記入 して い く。 これ が質問紙調査ですが 、
「現実」 その もの よ りも 、 回 答者の 頭の

なかに何があ るか とい うこ とをデータ化 して い るわ けです よね 。 観察 とか面接 とい う研

究方法は 、 現実の 教室場 面を観察する とか先生 に面接する とか 、 補習ク ラス に入 っ て

フ ィ
ー

ル ドワ
ーク し、見た こ とや 聞い た こ とをフ ィ

ー
ル ドノ

ー
トに記載する。記載した

もの は、 「現実 1 を言語化 したデ
ー

タで す。質問紙調査の場合は 、 コ
ー ド化 した数列が

デー
タになる わけですよね 。 そ して その データ とい うの は現実の ある要素 を抽出した も

の で あ り、分析対象 となるの は こ こ （現実）で は な くて 、 この デ
ータなので す 。 基本的

に研 究 とい われてい るの は こ うい う流れをとっ て い るわけです。研究 とい う営為では、

現実その もの で はなく、デー
タが分析対象になるがゆえに、存在論 とか認 識論が関わ っ

て きます 。

【諸科学 の 前提 として の 存在論 ・認識論】ス ライ ド4，
5

　本質主義 と構 築主義の 話をす る前にキーとなる二 つ の 哲学的な概念、存在論 （on −

tology） と認識論 （epistemology ）につ い て 説明 します。それ らは どんな研究にも含

まれてい る、ただ 自覚して い ない だけで あっ て、 どん な研究 も何 らか の ontology と何

らかの epistemology に基づい て 実施 され

て い ます eontology （存在論） とい うの

は現実 とい うもの
、 研究の 対象 となっ て い

る現実 とい うもの を どの よ うな もの と措定

す るか とい うこ とです。措定の しかたが二

つ あり 、 現実とい うもの は客観的実相 とし

て 存在する とい う考えが実在論 とい われて

い るもの なんですね 。 も うひ とつ は現実 は 、

客観的現実 として 存在す るの で はない 。純

諸科学の 前提としての 存在論 ・認識論

・存在論と認識論は 、諸科学の 知 識的 ・信念 的

体系の 原理 的・枠組 的な次元 （ヒ ュ ポダイ厶 ）

・廣松 渉 1988 新哲学入門 （岩 波新書）

　 （1）認 識す るとは どういうこ とか （客 観 主 義 vs 主 観主 義 1

　 （2 ）存在するとはど うい うことか 〔実在論 vs 反実在論）

　 （3 ｝実践 す るとは どうい うことか

存在論

「客観的 実相 自体」は 存在する（実 在論）の か 、
「純然たる客観 的実相 自体」は存在しない の か。

ス ラ イ ド4
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然た る客観的な実相は存在 しない と考える反実在論 、 今の 科 学哲学の 世界で はその 二

つ があるんですね。 （ス ライ ド4参照）

認 識論 とい うの は何か とい うと 、 この データの 背後にはデータを とっ てい る研 究者が

い るはずです よね 。 データを取 っ てい る研究者が現実 とい うもの をどの ように認識する

の か とい うこ とで 、 私の 認識活動 とは独立 して現実 とい うもの が存在す るとい う考え方

（ス ライ ド5の objectivism ）と、私が どの ような問い を発するか とい うこ とに よっ て 現

実が どの よ うに立 ち現われて くるかが決まるの で あっ て 、 現実 とい うもの は私 自身 と見

て い る現実 との 相互作用の なかで構築されるとい う考え （ス ライ ド5の subjectivism ）

が あります。そ うい う二 つ の 考え方が あるんですね。認識論 とい うの は 私 と研 究対象 と

の 関係性、存在論 とい うの は研究対象その もの をどの ようなもの として措定するの か と

い うこ と、
こ の 二 つ があるん ですね

。

　認識論 と存在論の組み合わせ は、4種類 あります （ス ライ ド5）。

　存在論には先 ほ ど言い ま した よ うに実在

論と反実在論があ ります 。 反実在論は 、 客

観的実相 は存在 しなくてすべ ては言語 によ

り作 られてい る とい う極端な考え方で 、
い

わゆるポス トモ ダン の 人たちの 立場で す 。

認識論に は大きく分けて、objectivism と

subjectivism が あ ります 。
　 subjectivism

とい われ て い るの は 、 私の subjectivity

を抜きに して実在 にアプ ロ
ー

チす るこ とは

で きませ ん とい う考え 。 objectiVism は、

私 とは無関係に外界に 「現実」

ス ラ イ ド5

　　　　　　　　　　　　　 とい うもの が存在 します とい う考えなんです叡 そ して、

本質主義 と社会構築主義 とい う2つ の メタア プ ロ
ーチが生まれます。存在論的には実在

論 に立ちなが ら認識論で は客観 主義に立つ 、その よ うなス タン ス で の研究が論理実証主

義 とい われ て い るも の です 。 論理 実 証主義は別 の 言葉で は本 質主義 とか essentialis 皿

とい われます 。 それか ら認 識論では subjectivism の 立場 を とりながら、 存在論では実

在論に 立 つ の が社会構築主義 。 社会構築主義の なか に は解釈主義的アプ ロ
ーチ と批判

的ア プ ロ
ーチが あ りますが、後 で こ の お話 は します。まずは、論 理 実証 主義 と構築主義

の 二 つ がある と頭に入れ ておい て くだ さい
。 従来 、 心理学は論理 実証主義だ っ たわけで

すね 。 私 自身 も 1950年 代の 後半 か ら 60年代 にかけて心理 学を勉強 した ときもこ の 論理

実証主義 こそ科学のや り方で ある と教えられました。 社会構築主義 とい う考えは出て い
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なか っ たの で 、 科学の 基本 としての論理実証 主義をず っ とず っ と叩き込まれました。

UCLA で博士論文 を書い た 1970年代後半は 、 論理 実証主義が行動科学全 般を覆 っ て

お り 、 構築主義とい う考え方は全然ない 時代で した 。
こ の よ うな中で 、 私は 、 異文化

体験 とアイデン テ ィテ ィ の 研 究を始めま したの で 、 当初は論理 実証 主義であ っ た とい う

こ とにな ります。

【諸科学 の 前提 として の 存在論 ・認識論】ス ライ ド4

　それで は、
一

つ 前の ス ライ ドに戻 ります 。 結局、この辺 の こ とは要するに科学哲学の

主題で す。存在論 とか認識論 と言 うの は、諸科学の 大前提 になっ て い る知識 的、信念

体系の 原理的枠組み次元 の こ とで あっ て 、ヒ ュ ポダイム と哲学で は い うらしい
。

これに

つ い ては非常に良い入 門書があります。廣松渉 さんの書かれた岩波新書 『新哲学入 門』、

だいぶ古い 本ですが 、
こ の 本 を読んだら非常に良くわか ると思 うの です 。

3つ の 章か ら

なっ て い ます。 ひ とつ の 章は 「認識する とは どうい うこ とか」 で
、 科学哲学史の 流れの

なか で の 客観主義 と主観主義の こ とが哲学者 の 立場か ら述べ られてい ます。 「存在する

とは どうい うこ とか」 とい う章では 、実在論 と反 実在論 につ い て解説 されてい ます 。

「実践する とは ど うい うこ とか 」が最後の 章で す。
「教育」 とい う営為は 、 実践その もの

で すが、本 日は前者 2っ に集 中し、 「実践」 は扱い ませ ん。も う少 し 、 哲学 的にきちっ

とした議論の 欲 しい 方は廣松渉 さん の 本をお読み くだ さい 。 廣松渉 さんの 本 にはこれ ら

の こ とを本格的に考察 した分厚い 本もあ りますが、まずは こ の 岩波新書あた りか ら始め

るの がい い と思 うんです。存在論 と認識論、それぞれで どの よ うな立場をとるかで、論

理実証主義的なス タン ス と社会構築主義の ス タン ス が生 じて くる とい う点をご了解い た

だ けた と思 うんです ね
。

【現実世界の把握様式 と認識論上 の positioning】 ス ライ ド 6

　論理 実証主義 （本質主義） とか構築主義とい われて い るメ タ レ ベ ル の 論議が
、 研究

とい う営為 に どの よ うな違い を生 じ させ るの か とい うこ とを次 にお話 して い こ うと思 う

ん ですね 。 要するにメタ的なお話、デー
タをどう取るか とい っ たこ とで はなく、デ

ー
タ

を取る ス タン ス を決 めて い くメ タアプ ロ
ーチの 話です。論理 実証主義 とい うの は 心理 学

とか、社会学 とか 、 文化人 類学研 究の 1980年代 中葉以前の 研 究が取 っ て い たス タン ス
。

論理 実証主義 しかなく、それが唯
一

の 科学の 方法論だ と信 じられ て い たんで すよね 。

1980年 代の 半 ごろか ら社会科学 とか人文 科学の 研 究者が 研 究対 象 として 見 つ めて い る

現実そ の もの が
， グ U −一バ ル 化で 変わ っ てきた。 今まで 不変 とか 固定的だ と思われて い
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たもの が 、 揺れだ した とい うこ とと構築主

義の 考え方が勢力 を増 して きた こ とには つ

なが りがあると思 うんです。

　構築主義の なかには 、 解釈的ア プ ロ
ーチ

と批判的ア プ ロ
ーチが あ りま して 、 解釈的

ア プ ロ
ーチ とい うの は私がフ ィ

ー
ル ドワ

ー

クをする ときの基本的な立場で す。昔々 の

若い ときは別で すけれ ども 、 1990年代以

降 、 自分の 研究対象の 変化に あわせて シ フ

トせ ざるを得 ない よ うになっ て きた。批判

　 　現実世界の 把握様式（メタァプロ ー
チ）

　 　 　 　〜認 識 論 上 の positioning−

。論理 実証 主 義（Logical　Positiv｝sm ）
　 従 来の 心 理学 ・社会 学・

文 化 人類学 研 究 の 立 場

　 本 質 主 義 （Essentialism）とも呼 ばれる

・構築主 義 （Social　Constructionlsm）
（1）解 釈 的 ア プロ

ー
チ

　 私 がフィ
ー

ル ドワ
ー

クをするときの立 場

　 データとは再 構成 され た部分 的 現実で ある

（2｝批判的ア プローチ

　 フェ ミニ ズ ム や批判的教育学の 立 場

　 再構成されたもの なら、造 りかえられる

ス ラ イ ド6

的アプ ロ
ーチ とい うの は、フ ェ ミニ ズム とか批判的教育学の 系譜です 。 解釈 的ア プロ ー

チは 、 データ とは 再構築された部分的真実で あっ て
、

全体的真実 とい うの は不可知 とい

う考えですね 。 私が どうい う問い を発す るか に よっ て 現実が どうい うもの として見えて

くるの かが決ま っ て くる。問い の 発 し方が変われ ば見えて くる現実 も変わっ て くる。私

が フ ィ
ール ドワ ークを教えるときは 、 公 園の すべ り台で 遊ん で い る子供た ちの ビデオを

グノレ
ープで分析 して もらい ます。す ると、同 じビデオを見て い て も、グル

ープに よっ て

問い が違えば、映像の どこを見るか に違い がでて きます。データとい うもの は こ ちらの

問い に応 じて emerge （見えて くる）す るもの で あるこ と、私た ちが把握で きるの は、

部分的現実で しか ない こ とを、学生たちはこの 実習で体得 して くれます。今 日は 主題が

違い ますの で、デ
ー

タ とい うの は こちらが どうい う問い を発す るか で見えて くるもの 、

換言すれ ば、 問い に応 じて再構成された部分的真実で あるとい うこ と
、 そこだけをわか っ

てい ただい たらよろし い か と思 うん です。

　論理実証主義 と解釈的ア プ ロ
ー

チ と批判的ア プ ロ
ー

チ とい う、 三 つ の メ タアプ ロ
ー

チ

の い ずれかが どの研究の 背景にもあります。みなさんが言語の 研究をす る時も、 自分が

どの 立場 に立 っ て 研究を して い るのか に 自覚的にな っ た方がよろ しい か と思 い ます 。 み

んながや っ て い るよ うにや っ てい る場合は 、 無自覚的に論理実証主義的 メ タア プ ロ ーチ

に だい たい な っ て しま っ て い る と見てい い で し ょ う。

【現実 の 把握様式】 ス ライ ド7

　 こ こで 、 みな さんの 頭の なかで表 をつ くり、論理 実証 主義、解釈的アプ ロ
ーチ 、批判

的ア プ ロ ーチ とい う三 っ の コ ラム を並 べ て
、 横の 行に これ か ら言 うもの を入れ て い っ て

くだ さいね 。 横の
一行 目が 「現実の把握様式」。 論理 実 証主義で は 、 ただひ とつ の社会
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的現実が ある として 、 その 現実につ い ての

法則定立 をめ ざす 。 現実は誰が見よ うとも

同 じに見 える客 観的で 、 本質的なもの とし

て 実在 して い るとい う実在論の 立場に立 ち

ます 。 それ に対 して解釈的アプ ロ
ーチ とい

うの は、様 々 な相貌を見せ るマ ル チ なもの

が現実で あっ て 、 われわれが研 究をす ると

きにデー
タ と して 扱 っ て い るの は 、 常に

reality 　 remade 、作 られた リア リテ ィ 、

remade ですか ら当事者 もしくは観察者に

　　　 現実の 把握様式

・（実証 的）た だ 一
つ の 客観 的現 実 を前 提 として 、

その 現実につ いて の法則定立をめざす e

　 現実は 、誰が 見ようと同じに 見えるr本質的なもの 」とし

て実在してい る。

・ （解釈 的 ）現 実 は さfS まな欟 をみ せる マ ル 于 なも の

ReeFfty　Remetie

　 人 々 が 生きてい る現実は 、構築されたもの で ある。思い

込み の 世界 で生きて い る。

。（批判 的 ）構 築さ れ た も の な ら 、作 りか え る こ と

がで きる（現実 の 脱構築）。

ス ラ イ ド7

よっ て 再構成 された リア リテ ィで しかない んだ とい う考え方に立 ちます 。 われわれが生

きて い る現実 とい うもの は構築 されたもの である、その 構築されたもの を真なるもの と

思い 込み、そ の 世界の 中に生きてい るの だと考えます 。 た とえば女性 とい うもの は こ う

あらねばならない
、 お母 さん とは こ うあらねばならない

、 家庭 とはこ うあらねばな らな

い とい う思い 込み、思い 込みの 世界を現実 と受け止 めてい るの だ とい う考えが解釈的ア

プ ロ
ーチです。 共同幻想 とい うの は 、 多数の 人が同 じよ うな思い 込み を してい る場合 、

それが 「現実」 と解釈 されちゃ うん で す 。 そ うい っ た思い 込みの 世界で 生きて い る と考

えるの が解釈的アプ ロ
ー

チ。

　批判 的ア プ ロ
ー

チ とは何 か とい うと、思い 込 みなら、あなたが どの よ うな思い 込 みの

世界に 生 きて い るの か を解きほ ぐす こ とがで きる と考える 。
「女性なるもの 」 とい う構

築 された性を解きほ くす （脱構築 とい う言葉を使 う） こ とで、思い 込みの 呪縛か ら解放

するこ とがで きる 、
フ ェ ミニ ズム はそれ を実践 したわけです。 それか ら構築された もの

なら作 り変えるこ とがで きる とい うの は 、 教育の 場合にも当て 巌ま り、 批判的教育学と

い われてい る
一

派 （ジル ー とか フ レイ レ とい われてい る人 たちの 流れ ）が あ ります 。 批

判的教育学は 、 教育とはか くあるべ きと言 われ たもの をも う
一
度問い 直す 。 教師 とは こ

うあらねばな らない
、 学校 とは こ うあらねばな らない とい う思い 込み を解くほ ぐし、 新

しい かたちの 教育を考え、新 しい形の 学校 を作 っ てみ るとか、新 しい 形の 教育法をや っ

て みる とか を、従来 へ の批判 とい うか たちの 中で展 開 してい ます。

　論 理実証主義 、 解釈的アプ ロ
ーチ 、 批判的ア プ ロ

ーチ と三 つ の メタアプ ロ
ーチが現実

を どの よ うに捉えるか に この よ うな大きな違い が あ ります。
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【研究とは ？】ス ラ イ ド 8

研 究 とは ど うい うこ とか とい う観念

（theQretical　impera七ive）につ い て も 、 3

っ の メタアプロ
ーチには違い があるわけで

・

・
。 論理 実証主義的メ タアプ ロ

ーチで は も

の ごとには本質が あ り、 その 本質 を解明す

るこ とが科学の仕事で あると考えます 。 混

沌 とした世界に法則を見出すこ とで 因果関

係を明らか にする、それ こそが本質で ある、

それ をやる こ とが研究者 の 仕事で ある とい

研 究とは ？ （Theoretical　lmperatives）

・論理 実証主 義的アプ ロ
ー

チ
・

　 物 事 に は本 質 があり、その 本 質を解 明す ることが 科 学

　 の 仕事、因 果関係 の 探求（causai 　expla 冂ation 〕

　 混沌とした世界 に 法則を見出 し、秩序をもたらす

・解釈的ア プロ
ー

チ ：

　 理 解 　（interpretive　understanding ）
・批判的アプ ローチ ；

　 批判 意識 の 覚醒
・
エ ンパ ワ

ーメント

　 権 力 によっ て 作 為 的 に創 出された観 念の 脱構築

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ス ライ ド8

うふ うに考 えるの が こ の メタアプ ロ
ー

チです紅 それに対 して 、解釈的アブ V 一
チとい

うの は法則を見 つ け よ うとは しない
、 対象 にな っ てい る現実 とい うもの を理解するこ と

が 中心 とな ります 。
Interpretive　understanding が研究 とい うこ とにな ります。 だか

ら、 論理 実証 主義では explanation 、 どの よ うに して それ が起こ っ て い るこ とを説明

（account ）する こ とが 重要ですが
、 解釈的ア プ ロ

ーチでは説明するこ とよ りも理解す

るこ と 、 理解する こ との
一

部には explanation も入 っ てきますけれ ども understand

する とい うこ とを重視 します。

　それ に対 して批判的アプ ロ ーチ とい うの は批判的意識の 覚醒 とか エ ン パ ワ
ー

メン ト

（力づ ける）するこ とを研究の 本務 と考えます。 「エ ン パ ワ
ー

メン ト」 とい うの は、た と

えば途上国の 人 々 とか 、 日本の マ イ ノ リテ ィ の 人 々 が どうして 自分は劣位に置かれるの

か とか、 自分の マ イ ノ リテ ィ の 言葉を話すこ とに引け目をなぜ感 じるのか とい た事象の

背景を理解 、 それ に対抗す る言説を組 み立て る実践力を身に付け ることです 。
「引け 目

に思 う」 の は当事者側に固有の 何か 原因がある と考え、それを探そ うとするの は本質主

義 的な考え方、それ に対 して批判的ブ ロ
ー

チ とい うの は私が マ イ ノ リテ ィの 言葉 を学校

で話すこ とに引け目を感 じる背景には、私が社会構造上 どの よ うな立場に置かれて い る

か と関係 があ る 、 その 関係性 を洞察す る こ とが批判的 意識 の 覚 醒で す よね 。 自分の 社

会構 造上の ポジシ ョ ン とい うもの を批判的に検証するこ とによ っ て、主体的に 自分の 立

場 を選び 取れ るよ うになる （ポジシ ョ ニ ン グ とい う）こ とが エ ン パ ワ
ー

メ ン ト。 自分 自

身何かが で きると思 い
、 私が私の 主人公 で あ りうる 、 社会によっ て受 身の 立場 を取 らさ

れ るこ とに対 して抵抗 し 、 自分の 立場 を選び取る力 を得 るこ と 、 それ がエ ン パ ワ
ー

メ ン

トとい うこ とです よ糾 マ イ ノ リテ ィ が どの よ うなメカ ニ ズム に よっ て作 り出 されて い

るの か 、女性 とい うものが、男性 よ り低 く社会的に構築 されて い るメカ ニ ズ ム を解き明
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か して 、そこか ら脱 して い く。 その よ うなこ とを脱構築 （deconstruction） とい い ま

す 。 構築されてい るもの ならそれ をつ くりか えてい くこ とができる と考 えるの が批判的

アブP 一チです。

【研究の 目的 とフ ォ
ーカス】ス ライ ド9

，
10

「研究とは何か」 につ い ての 三 つ の メタ

ア プ ロ
ーチの 考えの 違い は 、

「現実を ど う

捉 えるの か」 の み な らず 、
「研 究 の 目的を

どこに置 くか 」 とい うこ とにも、 違い を も

た らします。 実証的ア プ ロ
ーチ は法則 を見

っ けよ うとします 。 人 間行動を律 して い る

普遍 的な法則 を見つ け出す こ とが 目的なの

で 、 立命館の 学生を被験者と した研究で 見

つ け られた人間関係に関する法則は、ア メ

リカで も中国で も通用するはず とい う形で 、

研 究の 目的

・（実 証 的 ）人 間 行 動を律 してい る普遍 的な法

則の 定立　 知見 の
一

般化

・（解釈的）特定状況 に お け る人 間行勦 の 規則

性 にっ い ての 理 解の 共 有　　知 見の 比 較

・（批判的）結果を分析 して 不 平等をあぱき、解
放の ス タン ス を冓 む

ス ラ イ ド9

知見の
一
般化 （generalization） を図ろ うとします 。 人間行動に関 して の 法則はか く

か くであるとい っ た法則 を定立するこ とを 目指すのが、本質主義とか論理 実証主義と言

われて い るもの です 。 それに対 して解釈的アプ ロ
ーチは 、 解釈 とい うの は コ ン テ クス ト

と人 との 結び合い の 中で 生まれ る 、
コ ン テ クス トの 中にお ける人間行動 とい う意味で は 、

特定状況 下における人 間行 動の 知見 （規則性 があるか も知れ ない ）を共 有しよ うとしま

すが 、 そ の 理解がすべ て の人間に当て はま るとは考えませ ん 、 そ の 特定状況 における人

問行動 と考えます。 特定状況下の 人間行動の 比較は可能として もで すよ 。 た とえば 、

神戸 におけるベ トナ ム人 マ イ ノ リティ の 行動 とオース トラ リア にお けるベ トナム人 マ イ

ノ リテ ィ 、 それか らア メ リカにお けるベ トナ ム 人 マ イ ノ リテ ィ 、 全部ボー トピープル と

して本国を出た人たちですが 、 定住したホス ト社会によ っ て 、
ベ トナム 語の 維持の され

方を比較 、 検討する こ とは可能です よ撫 その 母 語の 維持 とい う人 間行動を コ ンテ クス

トとの 結び合い の 中で理解する こ とを重視します 。 本質主義は 、 脱 コ ン テクス ト化 した

かたちで 人 間行動を理解 しよ うとしま したが 、 解釈的アプ ロ
ーチで はそ うい うこ とはや

らない 。 論理 実証主義の 本質主義的な人 間観 と違い 、構築主義で は、人間に は なん ら

か の 本質的な共通性があるとい うふ うに思っ て い ませ んか ら、 本質が ある と思 っ て い る

論理実証主義 とは 違 う研 究方法論 をと ります。批判的ア プ ロ
・一チで は 、不平等、開放

の ス タン ス を育む とい うの が 、 研究 の 目的とな りますが 、 先にス ライ ド8で説明 した よ
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うなこ とと同じこ とですの で、省きますね 。

　 1研究の 目的」 とか 「研究 とは何か 」 が

違 っ て くれば 、研究の フ ォ
ーカス も違 っ て

くるわけです よね。 （ス ライ ド10参照）客

観的な事実 とい うもの がある とい うこ とを

前提に して、 しか るべ き手続きをとれ ばそ

の 客観的事実 とい うもの を把握で きる とい

う、 そ うい う世界 観の 中に生きて い る とい

うの が論理 実証 主義ですか ら 、 観察で きる

行動に着 目して 、
「客観的に測る」 こ とが

研究の フ ォ
ーカス

・（実 証 的 ）観 察 可 能 な 行 動 に 着 目 。
客観的に 「測 る亅ことに 力 点

・（解釈 的 ）行動 や 状況 に 埋 め 込 ま れ た

意味に着目。
「分 か る」

。（批判 的 ）不 平 等な社会 構造 や 抑 圧 の

パ タ
ー

ン を「変えて い く」

ス ラ イ ド10

研究の フォ
ーカス とな る。 A さんが測 っ て も、

　 B さんが測っ て もC さん が測っ て も同 じ

よ うな結果が出る尺度を作るこ とに熱中する 。
い かに客観的に測るか とい うこ とに力点

が あるか らで す。

　それ に対 して解釈的なメ タア プ U 一チで は 、 観察可能な行動に 目をつ ける と言 うよ り

も 、 自分がフ ィ
ール ドワ

ークを して い る場 に埋 め込まれてい る意味に着 目する、着眼点

がち ょ っ と違い ます 。 その 人 が ど うして こ の 時にこ うい う行動 を とっ たの かを理解 しよ

うとする 、 understanding 「分かる」 とい う事が研究の フ ォ
ーカス にな ります 。

「測 る」

こ とが研究の フ ォ
ーカ ス になりがちな論理 実証 主義 、

「分か る」 こ とが中心の 解釈的ア

プ ロ
ーチに対 して 、 批判的なア プ ロ

ーチで は 「変えてい く」 こ とに研 究の 焦点が あ りま

す 。 た とえば 、 女性 の 抑圧 的な地位 とい うもの を 、 なぜ抑圧 が起 こ っ て い るか とい う構

造を解き明か し、 抑圧 の 少ない 構造に変えてい くこ とが研究の 焦点 となります。すごく

戦闘的 、 要す るに社会構造 を変えて い くとい うこ とですか ら。
マ イノ リィテ ィ の 立場を

「変えて い く」 の が研 究 の フ ォ
ーカ ス

。 研究す るこ との 意味は 、 社会を変えてい く事で

ある とい う、そ うい う立場が批判的アプ ロ ・一チですね，

【研 究の プロセ ス】 ス ライ ド11
，
12

　研 究の 目的や フ ォ
ーカス が違えば、研 究を どの よ うな手続きで 進めて い くか も違い ま

す 。 論理 実証 主義で は、心理 学を勉強 した 方にはな じみの ある事です けど、因果 関係

は っ き りさせ るために ノイ ズを除去す る 、 そ して 変数 を どの よ うに変 えて 、条件 を どの

よ うに変えればこ うい う結果が出た か とい う、変数操作 とか 、条件統制をするこ とが論

理 実証 主義の 研 究の 手続きにな ります 。 それ に対 して 解釈的ア プ ロ
・一チ とい うの は 、 社

会的相互 作用や、 A さん 、　 B さん、　 C さん の 間でや りとりされ る意味を分析す るとい う

一 10一
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こ とが研究プ ロ セ ス の 中心になる 、 意味を分か る とい うこ とですよ糾 それに対して
、

批判的ア プ ロ
ーチは 、隠 され た権力に よる統制 を解明 し 、 社会構造や行動に変化 をも

た らそ うと試みる 。

　そ して 、研究者の ス タン ス
、 研究者 と対象者 との 距離の 取 り方も、 三つ の どの メタア

プ ロ
ーチ を取る かに よっ て 変わ っ て くる 。 論理 実証主義で は 、 客観的にい ろんな こ とを

把握 しようと思 っ てお りますか ら、 研究対象者 との 問に距離を取 っ て 客観的で あろ うと

す る。で、研究対象者は被験者 とか 、被調査者 と呼ばれる 。 最近は、 fi本心理学会の

投稿規程 で は、被験者 とか被調査者 とい う用語 を使 わない で 、研究協力者 と呼ぶ こ と

が推奨され てお りますが。 どう呼ぼ うと、要するに 研究室に来て もらっ て実験に協力 し

て もらう人 は 、 研究者の 指示に従 う受動的な情報提供 者、研究者の 指示に従 っ て実験

で動い て もらわない と困るの で 、 自発 性を発揮 して 勝手な こ とをやれば、使 えないデ
ー

タ として分析デ
ー

タの なかか ら除かれます 。 それが 、 論理実証主義 。 解釈的ア プ ロ
ー

チ

とい うの は、主観的であるこ とをい とわない
。 相手 に対 して能動的な協力者になっ て も

らい たい 。相手が生活 してい る場の仲間に入れて もらう、 これ が参与観察 とい うフ ィ
ー

ル ドワ
ー

クの 手法です けれ ども。相手の 生活 してい る場、教室な り児童公 園な りに入れ

て も らっ てそ こで
一

緒に場を共有するこ とによ っ て、相手 がどの よ うな世界に生きてい

るか、その相手が生きてい る意味の 世界 とい うもの を理解 したい と思 う。そ うい うの が、

解釈的ア プ ロ
ー一

チですね。それに対 して、批判的なメタア プ ロ
・一一・

チ とい うもの は 、 批判

的意識の 覚醒、私が悪い か ら収入 が稼げない か らワ
ー

キ ン グプア になっ た、私がちゃん

と学校で 勉強 しなか っ たか らこんなふ うにな っ た、そ うい うふ うに私個人 の属性に帰す

るんではなくて、社会構造 とい うもの があなた を派遣労働者 とい うワ
ー

キン グプアの 地

位に させ てい る 、 その メカ ニ ズ ム とい うもの を明 らか にする 。 で 、 研 究者は 、研究対象

研究の プロ セス

・ （実証 的 ）ノ イズ の 除 去 　 因 果 関 係

把握　 条件統制、変数操作

・（解 釈 的 ）社 会的相 互 作 用 や そ こ で 伝

達 され て い る意味を分析する。　 意 味の

理 解

・（批 判 的 ）隠 さ れ た 権 力 に よ る 統 制 を

解 明 し、構造 や 行 動 に 変 化 を持ちこむ

研究者の スタン ス ・対象者との 関係

・（実証的 ）研究対象との 間に 距 離をとる，
　 客観 的で あることを標榜

　 被験者・被調査 者と呼ばれ 、研究者の 教示 に

　 した が う受動 的な情報提供者

・（解釈 的）研 究対 象の 活動に 参与す る，
　 　 主 観的で あるこ とをい とわ な い

　 　 能 動的な 協力 者に なっ て もらう

・（批 判 的 ）研 究 者 は 、批 判 的意 識 の 覚 醒を促

す教師で あり、対象者 から学ぼうとする学習者で

もある。協力 的な学習 者

ス ラ イ ド1｛ ス ラ イ ド12
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者 、 派遣労働者とい う立場の 人か ら学ぼ うとする。
マ イ ノ リテ ィ の 子 供たちや 、 その 親

の経験か ら学ぼ うとする 。 研 究者 は学習者で もある し、 対象者とともに学ぼ うとする 、

そ うい うス タン ス です よ糾 ス ライ ド2で研 究方法論の 揺れ とい う話を しま したが 、 本

質主義か構築主義かで どの よ うに研究ス タン ス が違 うの か とい うこ とが 、 お分か りい た

だけたか と思い ます 。 どの よ うな研究方 法論に立 っ て研究するかに 自覚的にな らなけれ

ばならないの で す。

【文化概念 の 揺れ とアイデン テ ィ テ ィ研究】 スライ ド13

次に 文化概念の揺れ とい うもの が 、 どの

ような閙題 をア イデンテ ィテ ィ研 究に もた

らして い るか とい うこ とに っ い て お話 した

い と思い ます 。 今使われてい る文化概念は

二 っ あります。伝統的な文化概念は土地 と

結びつ い た固有の 実体 としての 「文化」。

た とえば、 日本文化 とか ア メ リカ 文化 とか 、

カナダの 文化 とかい う場合には 日本 とか 、

ア メ リカ とか 国土 と結び っ い たかたちで文

化 を考えてい るわけですか ら、それは 士地

文 化概念の ユ レとアイデンティティ研究

・伝 統的な 土 地 と結びつ い た固定した実体として 文 化

を考える。
境 界に囲 まれ た

一
枚 岩的 で 自 明な統

一
体

「日本文化亅、「アメリ力文化」とい用語の背後にある奢 ft方

・Globalizationで 、こ の 暗黙の 前提が 崩壊

文化ぱ、本来、Hybridで 流動 的なもの

文 化 を国家か ら切 り離し、文 化 過 程 として 考える

こ の 考え に 基づくアイデ ンティティ概念は 、「状況に 応じて 変わ

る何者か 1、モザイク状の アイデンティティ

ス ラ イ ド13

と結び つ い た文化概念です 。 これは伝統的な文化の捉え方で 、境界に囲まれた 内側 に 、

日本なら日本特有の 文化があ るとか 、ア メ リカ とい う国境に囲まれた内側は
一
枚岩的で 、

自明な統
一

体 として の文化が あると想定する 。 文化比較研究で は、ア メ リカ でデー
タを

取 っ て 、 日本でデー
タを取 っ て 、 それか ら韓国でデータを取 っ て 日米韓問の 比較をす る

とい うス タイル の もの がた くさん出て い ますが 、そ うい う研究手法を とる背景には、
一

枚岩的な 目本文化 とい うもの に満た された場があ り、 その 日本文化に満た された場の 中

で 生きてい る人たち 、 それぞれが 日本文化の
一

部を自分たちの 内側に 取 り込んで い ると

考 えて 、 その 人た ちに よっ て 答え られた ア ン ケー ト調 査 とい うもの は 日本 文化 を代 表 し

て い ると想定する 。 研究者 自身はそ うい うこ とは絶対言い ませ んけれ ども、 リサ
ー

チデ

ザイ ン の 中に既に境界に囲まれ た
一
枚岩的で 自明な統

一
体 として の 文化概念を暗黙の

うちに取 り込 ん で い ます 。 そ の よ うな暗黙の 前提を自覚 して い るか どうかが問題 。 皆 さ

んには 、 研 究デザイ ン を立て る場 合に 自分が どんな暗黙の 前提 に立 っ てい るの か とい う

こ とを 自覚 して ほ しい と思い ます。 私が社会学の 修士課程在学中に 受けた演習で 、論

文の なかの implicit　assumption を全 部書き出せ とい っ た課題が 出された こ とを 、 今

一
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で もよく覚えて い ます 。 さま ざまな暗黙の 前提の もとで われわれは研 究して い ます 。 最

大の 暗黙の 前提が、論理実証主義 とか 解釈的ア プ ロ
ー

チとい うメタア プ ロ
ー

チに関わる

もの です。 どうい う存在論、 ど うい う認 識論 に立 っ てい るか とい うこ とと共に、どうい

う文化概念を使 うか が もう
一

つ の 暗黙の 前提になっ てい るの で す。

　1980年以前、文化人類学は、い わゆ る未開の 文化 とか トロ ブ リア ン ド島の 文化 とか

サモ アの 文化 とか土地 に結びっ い た文化概念を使 っ てい ま した 。 サモ アはマ ーガ レ ッ ト ・

ミ
ー ドが 1926年にフ ィ

ール ドワ
ークをした島で すが 、 イ ン ターネ ッ トもなければ 、 電話

もなか っ た太平洋 の 島に住む 人々 の 独 自の 文化が存在 してい たわけです 。 ところが 1980

年代以降の グロ
ー一バ リゼー

シ ョ ン 進行下で は 、 アメ リカやカナ ダにホーム ス テ イ に出し

た娘か ら毎日の よ うにイ ン ターネッ トで 何か を言 っ て くる 、 も う目本につ ながれちゃ っ

て い るわ けですよ叡 何の ためにホーム ス テ イ に行 っ たの かわか らなくなる感 じが して 、

親御 さんが 「イン ターネッ ト禁止 ！ホーム ス テ イ して る間は 、 そ っ ちの 文化 に浸れ」 っ

て言 っ た とい う話を聞きま した 。 せ っ か くアメ リカ とかカナダとかオース トラ リア ヘ ホー

ム ス テ ィに行っ たの に相手 の 家庭の 中の 文化 に どっ ぷ り入 るよりも、 日本にイ ン ターネッ

トで つ なが っ てい るよ うで は 、
「異文化体験」 にはな りません 。 イ ン ターネッ ト、 それか

ら飛行機 、 テ レ ビだっ て世界中の チ ャ ンネル が見れます し 、 日本の ア ニ メも世界中に輸

出 されてい る し、
ピカチ ュ ウをアメ リカの ア ニ メだ と思 っ てるアメ リカの 子供たちがた

くさんい るわけで す。 で すか ら 「文化」 とい うもの がそれが発生 した origin の 場所にずっ

と留ま っ て い る とい うこ とは 、 グロ
ーバ リゼーシ ョ ン の 中で はもうない わけで す。 グロ

ー

バ リゼーシ ョ ン は 、 境界に囲まれ た
一
枚岩的な自明の 統

一
体 としての 文化 とい う前提 自

身を崩 して しまっ た 。 文化は 、 本来い ろんな物が流れ込むハ イブ リッ ドな物で あ り、 時々

刻々 と変わっ て 行 くと考えた方がい い の で はない か
、 昔か ら 「文化」 は 、 そ うで あっ た

の では と考え直 され るよ うになりま した 。 カス テ ラ とい うの はポル トガル 人が種子 島に

上 陸した頃の 桃山時代に持ち込 まれた もの らしい とか 、 日本の 文化 と思 っ てい た けども 、

コ リア ン の 影響を受けて い た とか で 、
「日本の 文化」 とい われ て い るもの も色ん なもの

か らで きたハ イブ リッ ドなもの ではなか っ たか と、文化概念の 問い 直しが必然的に起こ っ

て きま した 。
1980年代後半あた りか ら文化を土地や国家か ら切 り離 し、 文化を コ ン テ

ン ツ としてみ る伝統的な概念化に代わ り、プ ロ セ ス として 見 る見方が広まっ て きました。

グ ロ
ーバ リゼ ー

シ ョ ン 時代の文 化とい うもの は 、 色 んな所か ら色 んな もの が入 り込 んで

い て 常に変わ りうるモ ノ 、 しか も変化の 速度が速 くなる。 「文化」 をプ ロ セ ス として 考

えたほ うが 、 現実を捉 えや すい と思 うよ うにな っ て きたわけです 。 文化概 念 が こ うい う

ふ うに変わ ると 、 当然文化 的アイデン テ ィ テ ィ概念も変わ らざるをえない 。継承語 とか
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バ イ リンガル リズム だとか は、グn 一バ リゼー
シ ョ ン が進行 し 、 人 の 動きが活 発になっ

て きたこ ととリン ク した現象です 。 日本 に難民 として 来たベ トナム人 だ っ て ベ トナム 本

国に帰るか もしれない し、ア メ リカに も親戚がい るか もしれない 、 1文化」 を境界の 中

に閉 じ込 めて おけなくなっ た。新 しい 文化概念が必 要 になっ てきたゆえんです 。

【アイデ ンテ ィ テ ィ研 究の諸相】 ス ライ ド14

　文化は境界に囲まれ た不 変な実体とい う考えがあ ります。 も う
一

っ の 文化概念は 、文

化 は 、 常に変わ る流動 的で ハ イ ブ リッ ドなもの で あ るとい う考えです 。 この 2つ の 文化

概念 と2 つ の方法論上の 立揚 （本質主義 と構築主義）を組み合わせた もの がス ライ ド14

の 表です 。 アイデンテ ィテ ィ研 究には 、 前述の 本質主義と結び つ い たアイデン テ ィテ ィ

研究と構築主義的なアイデン テ ィテ ィ研 究が あ ります 。 わか りやすくマ トリッ クス ふ う

に書 くと 、
ス ライ ド14に表示 した よ うに四っ 次元にな ります 。

　本質主義に立 ちなが ら、ハ イブ リッ ドな文化概念を採用するこ とはで きませ ん 。 文化

を流動的 （fluid）な もの と考える こ とは 、 本質的で不 変な文化を想定 しない とい うこ

とで すか ら 、 表の × の 部分は 、
ロ ジカル に存在 しえない わけです 。 従来 の ア イデン ティ

テ ィ研 究は 、 文 化 を不 変なもの と考え 、 論理実証 主義の 方法論 を採用 して きま した 。

構築主義が入 っ て きて表の   、 （3）の タイプの 研究が出現して きま した 。 アイデ ンテ ィ

テ ィ研究には 、 私の 整理 では三 つ の 枠組があると思い ますの で 、 この 三 つ につ い て 見て

お きます 。 まずは じめの （1）、 不変の 「文化」 とい う文化概念に基づ き研 究す るアプ ロ
ー

チ 。 不変の 文化 へ の アプ ロ ーチに も、本質主義 と構築主義では 「問 い 」 の 発 し方が違

うんです概 ス ライ ド14の 表の （1）研究では、ア イデン テ ィ ティ を個人 の 属性 と捉 え、

こ の 個人 に固有の 属性 （アイデンテ ィ テ ィ ） を測ろ うとする 。 アイデン テ ィテ ィ尺度 、

　　　ア イデン テ ィテ ィ研究の 諸相

　 　 　 　 　 　 　 方法論上 の 立場

　 　 　 　 　 　 本質主 義　　　 構築 主義

ll鞴 掣
難

1驫
外 部世 界の 構造の 認 識 と人 間内部の 心 理 的 ダイナミズ 厶

「不 変の 文化 」へ の アプローチの 違 い

・  は 、従 来の アブ ロ
ー

チ

  霧蒭勇喉凌黔髑欝 鑒勃簾 鍍 黔
る。

ア イデンティティ概念は 、「私が 単
一の何者か T あること」

・（2｝の 構築主義的アプロ
ー

チ

なぜ、文 化や 国 家は不 変と惑じられるの か ？

F日本文化ユがあるとい う考えがなぜ 多くの 人に共 有されるに
　 至 るの か ？

APtdersen，　B．1983 『想 像の 共 同 体一ナ シ ョナ リズムの 起源と流行閇 （H
本語訳、19羈7 ）

ス ラ イ ド14 ス ラ イ ド15
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　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 本質 主義ど概蘂 主義
一バ イグンカル のア イ デンテ ィ テ ィ 研究をずるたのに

一
」箕滂康 子

Marciaの 尺度が有名ですけれ ども、この 尺度では、文化 は実在す る と考えます 。 ア イ

デン テ ィテ ィ尺 度を、継承語 を習い に来てい る子供です とか 、バ イ リンガル の 子 供たち

に実施 して 、identity　established です とか identity　diffused とか 、　 identity　un −

decidedとか、判定を書き込 んで い く。 アイデン テ ィテ ィ を個人の 属性 として 、
一

元 的

に決 めてい こ うとい うそ うい う考え方に基づ く 、
こ の 類の 研究は心理 学では 山ほ どあり

ます 。 tdV・たい 従来の 研究は （1）の 系譜に属 します 。

　それに対 して 、 （2）の 構築主義的ア プ ロ
ーチで は 「問い 」 の 発 し方 自体が変わ っ て き

ます 。 具体的に言い ます と、 日本文化がある とい う考えがなぜ多くの 人 に共 有され るに

至 るの か を問い ます。 日本文 化が あるとい う前提 の もとにその 日本文化をマ イ ノ リテ ィ

の 子 は どの 程度取 り入れて い るの か 、 その 同化度を測るとい う発想の 研究は 、 （1）で す

よね、そ うじゃ なくて 、
「日本文 化がある」 とい うよ うな感覚がなぜ多くの 人に共有さ

れてい るの かを問い ます 。 この考え方を最初 に出したベ ネディク ト ・ア ン ダー
ソ ンは、

「想像の 共 同 体 g （imagined　community ） とい う用語 を発 明 しま した 。
　 Imagined

community の
一

つ
、

「国家 とい うもの は 、 平等な国民の
一

体的な共 同統治機構 とい う

フ ィ クシ ョ ン であ る」 とい う。 で 、 国民 国家はイ メージと して 心の 中に想像 された もの

であっ て実体ではない
、 構築され たモ ノで あるこ とを喝破 しました 。 これが構築主義的

な国家観 （nation 　 state ）の 走 りで 、 1989年 にア メ リカ にフル ブライ ト ・ス カ ラーと

して行 っ た ときに 、 評判 にな っ てい て 、 読み出 したんですが、その ときはよ く意味がわ

か らなか っ た 。 今読む と分か りますが …　 。 で すか ら社会人類学 、
マ ク ロ な文化や国

家の 問題 を扱 う人類学の 分野で はアン ダー
ソ ン の この 著作が 、 構 築主義的なア プ ロ

ーチ

で文化 とか国家とかを研究する契機をつ くっ た と考えて い ます 。 国家 とい うものが共 同

幻想 として機能するための 仕掛 けの も う
一

っ が 、
パ ス ポー ト。 どの くらい 前か らパ ス ポー

トがあ りましたで し ょ うか ？　 ゲーテがイ タ リア を旅 した ときに彼はパ ス ポー トを持 っ

て い ただ ろ うか ？　 要するにパ ス ポー トとい うの は 国家 、 nation 　state の ボーダーを

防衛す るための ひ とつ の 手 段なわ けです よね 。 で すか らパ ス ポー トの 発 明 自体が 、 国家

を実体で あるか の ごとくみせ る社会的装置です。選挙権 も、そ うですよね。そ うい うさ

まざまな社会装置が nation 　state とい う実体が あるかの よ うな幻想 を人 々 にあたえる 。

そ う考えさせ るよ うにみ なさんを仕向 ける社会装置で ある 。 そ うい う考 え方 をす るの が

構 築主義的アブ u 一チ です 。 しか しなが ら、1979年に私が学位論文を UCLA に提出 し

た 頃 はそ うい っ た考 えはい まだ出現 して い ず、従 来の 立場 （1） で研 究 を して い ま した 。
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母語 ・継承語 ・／　1
「’
イ｛∠ンカル教育OW〃叨研究　Votume 　6　 MARCH 　2010

【時間をどう扱 うか】ス ライ ド16

　一
応、学位論文は出 したんですが、 どう

して もうまく扱 えなか っ たの が 、 時間の 問

題 で した。アイデン テ ィ テ ィ 研究は必然 的

に時間の流れを含む。私の研究で は、ア メ

リカ滞在中の 3年か ら4年 、 日本に帰国後

も同 じ子供を追跡 しま した 。 その 間 、 子供

は成長 して小 学生が中学生になる 、 5年間

ぐらい 追跡すると個人 の 発達 とアイデン ティ

テ ィ の 変化が必 然的に生 起します 。 小 学4

　　　 時間をどう扱 うか ？

ア イデンテ ィティ研究 は、必然的 に 時間の 流れ

を含む

・ 個 人 の 発 達の 軸に よる変 化

・ 時代 の 流れ

二 つ の 時間の 流れの 交錯するなかでア イデン

テ ィテ ィは紡 が れ て い く。

それを把握で きる研 究方 法 は どれか ？

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ス ラ イ ド16

年生の メン タ リテ ィ と中学 3年の メン タ リテ ィ とでは 、 同 じ子 どもで も全然違 うわけで

す。 個人 の 発達による変化なの か 、 文化 問移動を した こ とによるアイデン テ ィテ ィの変

化 なの かは全 くわか らない
。 個人 の 発達の 軸 とい うもの を ど うい うふ うに取 り込むか と

い うこ とは、アイデン テ ィテ ィ研 究の 課 題です。

　それか らも うひ とつ は 、 時代の 流れ とアイデン テ ィテ ィ 。 神戸 にあ りますカナディ ア

ン アカデ ミー とい うところの 全卒業生の 調査 を した こ とが あるの ですけれ ども、 戦前に

来 日して、カナディ アン アカデ ミーに通学 してい た 人 と 、 終戦後 に来た人 、 それか ら高

度成長期 以降に来 て い た人 で は 、 来 日の 背景にある 日米関係が違 うわ けですよ楓 戦

前に来 た人 に とっ て 目本は途上 国です 。 終戦後 に来 た人の 目には 目本は戦争で 敗れ た

貧乏国、アメ リカ ン ドリーム を実現 した リッ チな国か ら来てい る人 は 、 日本 を見 下げる

気持ちがある。高度成長期以 降は 日本語 を習 う人の 数が増えま した 。 日本語が話せ る

こ とはア メ リカに帰 国後の 就職の チ ャ ン ス を増やすか らで した 。 時代の流れ 、 歴史の 流

れで 二 つ の 国の 力関係が変わる、その力関係が変わる こ とがホ ス ト社会の言語を学ぶか

どうか に影響す る。 そうい うこ とが 、国際結婚で生まれた子 どもの 文化的アイデン テ ィ

ティ に影響するわけですよね。ですか ら、文化的アイデンテ ィ テ ィ 研究の 場合 、 個人の

発達 とい う時 間軸を ど うとらえるか とい うの と、時代の流れ とい う時間軸を どうとらえ

るか とい う、
こ の 2つ の 時間の 流れが交 錯するなかで アイデ ン テ ィテ ィが形 成され る と

い う視点 が必要にな ります 。 これ を実際の 研究で どう扱 うか とい う問題は非常に難 しい 。

結局 、私 は
一

時点で止 めるこ とに しま した 。 子 どもの 成長 の 流れ に沿っ て い くと変わ り

続 けるの で 、 永遠 に学位論文 は書 けない の で 、それで 1979年 8月時点で ピリオ ドを打

ち、ピ ン で留 めた よ うなかたちに して 、 そ の ときの 横断 面 を書 い たの が 、 『子供の 異文

化体験』 とい う本なんで す 。 そ うするこ とで失われ るもの は多か っ たん です 。 時代の 流
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　　 　　 　　 　　 　　 　　 　 　　 　本貿 主義ど擬 主義
一バ イ グンガン〃の ア イ テン テ ィ テ ィ研 究をするために

一 1鯖 康子

れ 、 成長の 流れ とい う動態を取 り込みなが ら、
ア イデン テ ィテ ィの 問題 を議論するとい

うこ とができなか っ たの です。 で 、 そ うい う動態を把握す る方法論を模索 してい ま した 。

そ うして 出会っ たの が構築主義的アプ ロ ーチであ り、 文化 をハ イブ リッ ドなもの と考え

る見方で した 。

【個人 と環 境の 相互 作用 を どう概念化するか 】ス ライ ド17

　もうひ とつ は 、 環境と個人の 関係で すよれ アイデン テ ィテ ィ の 問題は 、 Assimila−

tion−Reproduction　model と一
般的に言われて い る枠組で研 究され ることが多か っ た 。

個人は ホス ト社会に入 っ て 、 ホス ト社会の 文化化の 圧力の 受け手 となる 。 日本に来たベ

トナム 人の 子供 とか 日系ブラジル 人の 子供は 、 ホス ト社会 日本の 文化の 受け手で あると

ともに 、 自分の親の 文化の受け手で もあ ります 。 双 方の 文化を どの程度自分 の 中に取 り

入れて （assimilate ）、 再生産する （reproduce ＞の か 、 そ うい う観 点か ら研究 されて

きました。 そこで は、あくまで も研究対象者を受動 的に とらえて い たわけです 。 これが、

論理 実証主義的ア プ ロ
ーチの 限界だ と私 は思い ます。

　 しか し 、 時間の流れ を取 り入れなが ら構築主義的な研 究をやろ うとい うこ とになると 、

subject 　as 　an 　active 　agent 、 すなわち研究対象者を能動的な （active ）エ ージェ ン

ト、主体的にい ろんなこ と決めるエ ージェ ン トとい うふ うに見方を変える必要があるわ

けです 。 で 、 先 ほどの ス ライ ド12で 、 研究対象者をどんなふ うに 捉え 、 研 究者 と研究

対象者の 関係を どんなふ うに築くか とい う話を しま したけれど 、 それ と同 じ考えです。

subject 　as 　an 　active 　agent 、 そ うい う考 えに立 っ て文 化的アイデン テ ィテ ィ の 研 究

をやる場合には 、 アイデン テ ィテ ィ を個人の 不変の 属性 とは考えない
。 周 囲との 関係で

決まる流動的なもの で あると考える。 それ か ら文化的アイデンテ ィテ ィ は主観的現象で

ある とい うこ とです よね 。 客観的に文化的アイデンテ ィテ ィ を測定 しよ うとしない
。 主

体の ポ ジシ ョ ニ ン グ （positioning）やサ

ブ ジ ェ クテ ィ ビテ ィ （subjectivity ） とい

うもの を重視 して、ア クテ ィ ブなエ ージ ェ

ン トが環境との 相互作用の なかで
一

定の 位

置取 りを して い く過程 として ア イデ ン テ ィ

テ ィを見て い こ うとする 。

個人と環境の相互 作用をどう概念化するか

・従来の 研 究

Assimilatlon−Reproduction　model

個人 は、環境か らの 文化化の 受け手

。構築主 義的研究

SvbjeCts　as 　Aetive　agents

主 体の positioningや subjectMty を 重視

文 化 は 主観 的 現 象 で あ る

ア イデンテ ィテ ィは、個 人 の 属性で は なく、周

囲 との 関係 で決 まる動 的 なもの

ス ライ ド17
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【アイデン ティ テ ィ 研究の 新潮流】ス ライ ド18
，
19

　構築主義的方法論 に立ち、か つ 、文化はハ イブ リッ ドなもの 、常に変わ る fluidな

もの とい う概念化の もとでア イデンテ ィテ ィ研究をする潮流が、ス ライ ド14の （3）で 、

新 しい タイプの 研究で す。
こ の 新潮流の なか に

、 表象重視と経験重視 とい う2つ の 立場

があります。 この 2つ は、解釈的アブ u 一チの 系譜に属しますが、もうひ とつ 批判的ア

ブ n −一チに立 つ アイデンテ ィ テ ィ研究 もあります 。

　表象重視と言われてい るの は 、 カル チュ ラル ・ス タディ
ーズの 系譜に属 します。

カル

チ ュ ラル ・ス タディ
ーズ とい うの はス チ ュ ワー ト ・ホ

ー
ル とい う人が言い 出したこ とで、

メデ ィア研 究か ら派生 して きてい るんですけれ ども 、 ある特定の 表象が どの よ うに して

社会的力をっ けて 、 広 く流布するに至 るの か
、 他者か ら投げか けられ る表象に個人 は ど

う対応 して い くの か、 とい っ た研究を してい ます。 こ の 個人の 対応の 仕方をポジシ ョ ニ

ン グとい う用語で表 してい ます。 要 するに 、 アイデン テ ィテ ィはポジシ ョ ニ ン グの 仕方

で あるとい う認識ですよね。

　 ポジシ ョ ニ ン グの
一

番 わか りやすい 例は、
“ Black　is　beautifur’ で す。黒人 （ブラ ッ

ク）は今まで ネガティ ブな表 象に考えられてい た、
一

番ネガテ ィ ブな表象で した。すな

わち 、 白人に対 して下位の 位置を取らされて い たんですけれ ども、それを逆転 させ るポ

ジシ ョ ニ ン グを とろ うとい う宣言ともい えます 。
ホ ワイ トとか ブ ラッ ク とか、ブラウン

とかイ xu 一とかの 人種 関係 （racial 　relationship ）の 表象の 中で 、ブラ ッ クは 下位

にポジシ ョ ニ ン グ （位置づ け） されて い た。それに対 して 、Black　is　beautifulと唱 え

るこ とによ っ て、逆転 させ る。Black　is　bad じゃなくて Black　is　beautifulと誇 りを

持 っ て 、 ポジシ ョ ニ ン グを変 えて い こ う。その 合言葉だ っ たわけです 。

　み なさんに 関係の 深い バ イ リン が リズ ム 研究で は、ハ
ー

フ じゃ な くて ダブル だ とい う

文化 はfluidで ，本 来hybridなもの とい う考えに よる

　 　 　 アイデンティティ研 究の 新潮流

1》衷象重 視 ： Cultural　Studiesの 系譜
ある特 定の表象がど の よ引読 上会的 力を得 て い くか ？

個人ぱ 、それにどう対応して い く か ？

identityは、positlonifi9の 仕方である。
澁 谷真樹 20田 「帰国子女 Jの位置取 りの 畋治

2）経験 重視・Hab 面 s とPraCtiee

個々 人は 、文 化接触場面 でどの ような経験をしてい るか ？

　 Stsbjectivi 匙y： 公 的表象と自己 意識の 主 体との 相互

　 　 　 　 　 作用の 結果が identity

　 　 　 　 　 他者 からどうまなざ され るか ？

アイデンティティ研 究 の 新潮流 cont
’d

3｝批判的ア プロ ーチ に 立 つ 文化ア イヂ ン ティテ ィ研究

　 Cultural　Studiesとの 近 縁性

　 山 内 裕 子 氏 による 日系 ブラジ ル 人 研 究

　 戴エイカ 『多文 化 主義 とディアス ポラ』

　 　 個人に 多様なpositioningを許す社会

　 　 サン フランシス コ と 大阪

ス ラ イ ド18 ス ラ イ ド19
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一バ イグン カワ〃の ア イデン テ ィテ ィ研 究をするため仁

一
∫鴛 静慶子

人も出て きま した 。
ハ ー

フ と名乗るか 、 ダブル と名乗 るか は、 アイデンティティの あ り

方を示 します。 「ハ ーフ 」 とい う
一

般的表象に対 して 、ハ ーフ じゃ なくて ダブル だよと

い う自分の ポジシ ョ ン を主体的に押 し出 して い くとい うこ とで すよね。
一

般的に流布 し

て い る社会的表象に対 して 、 自分は ど うい うポジシ ョ ン 取 りをするの か とい うこ とが、

アイデン テ ィ テ ィで あ ると考えます 。 たぶん
、

こ の ポジシ ョ ニ ン グ とい う概念を日本で

一
番初 めに本格的な研 究の ツ

ー
ル として使 っ たの は、渋谷真樹 さんの 『帰国子 女の 位

置取 りの政治』 とい う本です 。 位置取 りは英語でい うとポジシ ョ ニ ン グとい うこ とです 。

帰国子女が一
般生に対 して 、 どうい うポジシ ョ ニ ン グを して い るの か とい うこ とを帰国

子女学級の 中での 先生 と帰国生 、 帰国生同士
、 それ か ら帰国子女学級 と学校全体の 中

での
一

般生 との 関係性 を観察 し、 それを描いて い ます 。
ス チ ュ ア

ー ト・ホー
ル の カル チ ュ

ラル ・ス タディ
ーズを理 論枠組として使い なが ら、 ポジシ ョ ニ ン グ とい う観点か らアイ

デン ティテ ィ を研究 した 、 日本語 で読める学術書です 。 この 立揚の アイデン テ ィ テ ィ 研

究を さらに知 りたい 方は 、
ス チ ュ ワ

ー ト ・ホー
ル の い ろんな著作 、

一
部は翻訳 されて い

ますの で 、 それ らを読まれ るこ とをお勧め します。

　表象 を重視 したア イデン テ ィ テ ィ研 究に対 して 、 経験 を重視する系譜の
一

連のア イデ

ン テ ィテ ィ研究があ ります。 個々 人が文 化接触場面で どの よ うな経験をして い るの か、

その 経験を事細か に聞い て い く 、 研究対象になっ て い る人の 主観 （subjectivity ）を丁

寧に聞い てい く。 cultural 　studies ではマ ジ ョ リテ ィ が作 り出す公的表象の 圧倒的力

に主体が ど う向き合 うかが 問題で したが、経験重視派 は、公的表象 と自己意識 、主体

との 相互作用の 結果がアイデン テ ィテ ィ とい う考え方です 。 ポ ジシ ョ ニ ン グと半ば重な

りなが ら、半 ばずれてい るとい うの が この 考え方 です 。

　新潮流の 三番 目は 、 批判的アプロ
ーチに立 っ アイデンテ ィテ ィ研究で 、カル チュ ラル ・

ス タディ
ーズ とある部分で は重な り、 近縁性が あります 。 山ノ 内裕子 さんが 日系ブ ラジ

ル 人の 研 究 （本にな っ てな くっ てい ろんな論文 の かた ちで公 表〉で 批判的アプ ロ
ー

チを

採用 して い ます 。 ど うい うこ とか とい うと、 日系ブ ラジル 人は マ イノ リテ ィ で はあるけ

れ ども、 彼女 、 彼たちにイ ン タ ビ ュ
ー

してみ る と、 日本人の 同級生たちを小馬鹿 に して

い るとい うの か、 くだ らん学校の 規則 に縛 られて い るかわい そ うなやつ らと見な して い

る。そ して 自分たちは学校にイヤ リン グもして い くし、お化粧もしてい くし、携帯も持っ

て い く。 学校なんて くそ くらえ、みた い な抵抗するポジ シ ョ ン を取 っ て い るこ とが描か

れ てい ます 。 要す るに 自分を少 し高い 位 置に置 く 、 そ して 日本の 子た ちが 日本の 中学校

の こ うる さい 規則 に縛 られ て い るの を 、 そんなに縛 られ て ない で も うち ょ っ と自由にや

りなよ、みたい な批判 的な立場 で 見 てい る 。 そ うい うふ うなこ とを、負 け惜 しみ とか 強
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が りと解釈する人もい るで し ょ うが 、 山ノ 内さんは 、 ひ ょ っ とした ら日本の硬 直 した学

校文化を壊す契機になるの では と学校の 権威に抵抗する彼 らの エ ネル ギー
を肯定的に解

釈 し 、 そ うい う感 じで 日系ブラジル 人の子供た ちの ア イデンテ ィテ ィや行動の ありかた

を描い て い ます 。

　 そ して もうひ とつ
、 心 に とめて おい て ほ しい と思 うの は、まわ りの 世界の認識 と人間

の 内部の 心理 の 関係 、 人間内部の 心理的ダイナ ミズム っ てい うの は精神ですよね、 絶望

とか希望とか恨み とか コ ン フ リク トとか い う心理状態です よね 。 外部世界の 構造 とい う

の は太陽系の 構造とか、人間の精神の 外にあるようなもの
、 結局 、 アイデン ティテ ィ と

い うの は心理の 問題ですけれ ども、外 にある社会構造 とも関係があ ります。

　戴エ イカ さんが明石 書店か ら1999年に出版された 『多文化主義とディア ス ポラ』は 、

在 日の 入たちが 日本では低位の 位置取 りを余儀なくされてい たけれ ども 、 多様なポジシ ョ

ニ ングを許すサン フ ラ ンシ ス コ に行 くと非常に生き生き とする こ とを 、 在 日コ リアン で

ア メ リカに留学 した人 たちをサ ン フ ラン シ ス コ でイ ン タ ビ ュ
ー

するこ とで 明 らかに して

い ます。サン フ ラン シ ス コ は、ゲイ シテ ィ とい われ るくらい sexual 　identityに も寛容

で、個入に多様なポ ジシ ョ ニ ン グを許す雰 囲気に満ちて い る。 支配 的な公 的表象を押 し

つ ける雰囲気が ない サ ン フ ラン シ ス コ で は非常に生 き生 きとするんだけれども、 大阪に

帰 っ て くる とぺ しゃ ん こ になっ て しま う。
エ イ カ さんがフ ィ

ール ドワ
ーク した頃の話 で

す け ども 、 多様 な個人の ポジシ ョ ニ ン グを許す よ うな社会 、 それが多文化社会で ある と

い うこ ともできるか と思い ます 。

【質的研究 の重視】ス ラ イ ド20

　アイデン テ ィテ ィ研 究の 三 つ の 新潮流 は 、 公 的表象に対する位置取 りを重視 したカル

チ ュ ラル ・ス タディ
ーズの 立場 を取るか 、

主観的な入それぞれ の 経験 とい うもの を重

視するか、批判的ア ブ P 一チ に立つ か、だ

い たい 3 つ く らい に分か れ る こ とを話 して

きま した 。 そ うす る と従来 の 研 究で多用 さ

れ て き た 質 問 紙 調 査 （questionnaire

study ）　は positioning とカ｝ subjectivity

を探 るには あま り有効で は ない 。構築主義

的な研 究には、ナラティブ （語 り）とかフ ィ
ー

ル ドワークなどの 質的研究方法が必要になっ

　　　　質的研 究の 重視

。Subjectivityを探 るtoo［として の fiarrative

　 Linger　 No　One 　Home ：Brazilian　Selves

　 　 　 　 Remade 　in　Japan

「個々 人 がどの ような生活 世界を生きて い る

か 」を聞き取 る

・
語 られ ざ るpositioningや subjectivity を探る研

究 手 法 として の フィ
ー

ル ドワ
〜

ク

ス ラ イ ド20
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一

ノ1：イ以ンカ ル の ア イデンテ ィディ研究 をずるために
一

’1篇 房康 子

て きます。 個々 人が どの よ うな生活体験 をし 、 その なか で どの ような意味の 世界を築い

てい るか を丁寧に聞き取 っ てい くこ とが必 要です。語 られざるポジシ ョ ニ ン グとか サブ

ジ ェ クテ ィ ビィテ ィを探 っ てい くためには、実際に教室に入 れて もらっ た り、その 子た

ちがた くさんい るところに行 っ てフ ィ
ール ドワ

ー
クを します 。 量的に計測 して 、 客観性

を担保 しよ うとするよ りも 、 ナ ラテ ィ ブ とか フ ィ
ー

ル ドワ
ー

クを基本的な研 究方法 とし

て 重要視 します。 その よ うな研 究例の 代表 的なもの が
“No 　One　Home ： Brazilian

Selves　Remade 　in　Japan ”

で す 。 これ は名古屋 市の 郊外 に ある団地 に
一

年 間住みこ

んで 、

・・リン ガーさんはポル トガル 語 も英語 もできたの で 、 家族で保見団地に住んで 、

そこに居住する 日系ブラジル 人の 何人かにイ ン タビ ュ
ーし 、 日本に住むこ との 意味を探っ

て い ます 。 非常に読みやす くっ て 、 ナラテ ィプア プ ロ
・一チ を使 っ て ブ ラジ リア ンセ ル フ

とい うもの
、 日系ブラジル 人の 自己意識 、 アイデ ンテ ィテ ィが 日本で 生活する うちに ど

の よ うに作り変え られて い っ たかを提示 した本です 。

【研究は時代の 産物】ス ラ イ ド21

　だい たい 私 が準備 したの は 、 これ くらい

なんですけれども、 私も70歳にな りまして 、

自らの 足取 りを振 り返 る と 、 私 の研究 自体

が時代の 産物で あ っ た こ とを強 く感 じます 。

カナ ダの 大 学院に入 っ たの は 1973年 で 、

社会学 コ ース に在籍 しま した 。 UCI．A の

人 類学科 に入 っ たの は 1975年 、 その 頃は

論理 実証主義
一辺倒 で 、 伝統的な文化概

念が支配的で した 。 構築主義なんて 聞い た

こ ともなか っ たです 。 で 、文化概念は昔の

「研究」は時代の産物 ：自らの 足取 りを振り返 っ て

　 論理実証 主義全 盛、伝統的文化概念

　 1970年 代 後 半 、UCUA 、文 化 人 類学科
1979L 靤 ln−Betveen：The　eoquisitien 　σt　cultural 　identity

among 　Japanese 　children 　liVing　in　the　United　States．
1984 子 供の 異文化体験 人格形成過程の心理人類学的研 究

2DO3 上 記の 増補改訂版 〔構築主 義へ）

・1980年中葉 に大 変動
1983　tmagined　Communities〔1991 　 r8viseCi 　ed 、

　 　 1987 日本語 訳、，991 増補版訳）
1986writing　C 凵tt凵 re　C1996日本語訳）

t990 　Cultural　id8n翫y　of 　diaspora 　｛Hall）
1992　The　questlon　of　cu   旧 I　ide冂tity　（Hal1）

ス ラ イ ド21

ままで 、 そ うい っ た 中で 1979年 に私 は学位論 文 を出 しま した 。 日本 に帰 っ て か ら 、 子

どもたちの 帰国後 の 様子 をフ ォ ロ
ーア ッ プしたデータ も加 えて 1984年に 『子供の 異文

化体験』を上梓い た しま した が 、 こ の 本で も基本的に私 は論理 実証 主義の 枠組で 書い

て い ます 。 アイデン テ ィテ ィは時間軸とともに変わ っ て い くの に どうして もそ こを掬い

取る方 法がわか らない まま で した。幸い に して 、 2003年に増補改訂版 を出す機会に 、

1984年 か ら 2003年 の ほ ぼ20年 間 に文 化概念 をめ ぐ っ て 起 こ っ た潮流の 変化 を付 論

「文化接触研究の 理論化に 向けて
一

構築主義 の 立場か ら」 で書き足 しま した 。 その 増補

版で 書い た こ とが今 日の 話の 後半にな ります 。
1983年 、 さきほ ど申しま した よ うに 、
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Imagined　Community （「想像の 共 同体」）の 初版が 出ま したが
、

こ れがひ とつ の イ

ンパ ク トとなりま した。それか らもうひ とつ 重要 なこ とが1986年に出版された Writing

Culture（「文化 を書 く」 とい うタイ トル で、大阪大学の 文化人類学 グル ープが翻訳 し、

紀伊国屋書店か ら刊行）です。 これは文化とい うもの を どう捉えて研究してい くかを問

い 直す契機 となっ た本 で、ア メ リカ流の 構築主義の 考え方を提示 してお り、 文化人類

学では こ の 本以前か以降かで 、 研究の ス タイル も変わ っ た し 、 論文の 書き方 も変わ っ た

とい われるくらい
、 大きなイ ン パ ク トがありま した 。

ス チ ュ ワ
ー ト ・ ホール の Cultural

Identity　of　Diaspora（1990）と The　Question　of 　Cultural　Identity（1992）の 出

版 もポジシ ョ ニ ン グの概念を普及 させた記念碑的な著作だ と私 は思い ます 。
「位置取 り」

なんて 用語 を書い て い る場合は 、
ス チ ュ ワ

ー
ト・ホール の カル チ ュ ラル ・ ス タディ

ーズ

の影響 を受 けた研 究だ と思 っ て よろ しい です 。 この ほかにもい ろい ろあ りますけれ ども 、

文化的アイデン テ ィテ ィを考える場合の 概念枠組には 、 1980年代中庸に
一
度 、 1990年

代に もう
一
度大変動があっ た 。 文化概念ならびに研究方法論における地殻変動が論理

実証主義、本質主 義か ら構築主義へ の流れを作 っ た 。 日本の 場合は 、 心 理学は構築主

義 よ りも論理 実証主 義がまだ強 い 、

一
部の 心理 学 、 特に発達心理 学 、 社会心理学 、 文

化心理学で はわ りに構築主義的なもの の 考え方が受 け入れられるよ うになっ て きま した 。

Cul七ure ＆ Psychologyとい う構築主義的な心理 学研究を掲載す る雑誌 も1995年に

発刊 されま した 。 社会学で は完全 に もう本質主義か ら構築主義に移 っ て しま っ て 、 今の

大学院生に話を しますと 、 構築主義 しか知らない で すよね 。 それか ら文化人類学も構築

主 義に移行 して しま っ て い る 。 言語 学は ど うい うふ うになっ て い るか知 りませ ん けれ ど

も。 で すか ら社会心理 学とか 文化人類学とか言語学とか 、
い ずれ の 分野 に しろ 、 社会

文 化的な背景や文化的ア イデ ン テ ィテ ィ の 研究を しよ うと思 う人は 、
こ うい う時代の 流

れ を
一

応 、 弁 えてお い た ほ うがい い と思 うんですよね 。
70歳になっ た私か ら見ますと 、

研 究 はほん とに時代の 産物 としみ じみ と思い ます 。 今の 若い 方は あ と50年 、 今 と同 じ

よ うなス タン ス で研究で きるか とい うとちょ っ とあや しい ですよね
。 私 自身の 研究生活

の 中で 大きな地殻変動を経験 し、それ に応 じて 私も変わ りま した か ら訊 も う時間が 、

タイム ア ップにな りま した 。 質問を受ける時間が な くな っ て しまい ま したこ とお詫び致

します。
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